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1970年代から銀河中心領域には広がったX線放射が存在していることが知られていた (Galactic Center X-ray
Emission=GCXE)。GCXE の最大の特徴はエネルギーが 3つの鉄輝線である。エネルギーが 6.4 keV の鉄輝線
(Fe Kα) は中性状態の鉄原子の特性 X線であり、星間ガス (分子雲)から放射されていると考えられる。エネル
ギーが 6.7 keV、7.0 keV の鉄輝線 (Fe Heα、Fe Lyα) は高階電離した鉄イオンに由来し、高温プラズマから放
射されている。これまでのX線観測では GCXEの 25%程度は個々の点源に分解されているが、それ以外がさら
に暗い点源なのか真に広がった成分なのかはわかっておらず、起源は未解明である。
そこで我々は超精密X線分光観測により、鉄輝線から GCXE に含まれる成分の運動を初めて測定し、プラズマ

状態を精密に診断することを目的として、X線分光撮像衛星 XRISM により 2024年 2月 26日–3月 2日 (UTC)
に銀河中心領域を 2回観測した。本講演では観測結果について紹介し、GCXE の起源について議論する。


